
講 師：袖吉 正樹 氏 

    金沢市玉川図書館担当館長補佐 

    小松市史専門委員 
 

時 間：午後２時～４時 

会 場：小松市公会堂１階 第１･２会議室 
 

受 講 料：無料 

申  込：資料準備のため事前予約が必要 

     事務局(0761-24-5315)までご連絡下さい 

     当日参加も可能です 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

「古文書を読んでみよう」  ２月 18 日(日) 

武家・寺院文書など新たな形式の文書を読みます 
 

「町方文書を読む」      ２月 24 日(土) 

  金沢の町方文書から生活の様子を垣間見ます 
 

「地方文書を読む」      ３月 ４日(日) 

村の諸相を，地方(ｼﾞｶﾀ)文書から読み解きます 

第２26 号 

平成 30 年１月１日 

小松市史編纂事務局 

へんさんだより 

あけましておめでとうございます 今年もよろしくお願いいたします 

 新たな年を迎え，本年も皆様にとってご多幸がありますように。７日は七草粥を食べて無病息災を祈り，

１年の中で最も寒いといわれる大寒に備えましょう。 

 さて，恒例の古文書講座の内容が決まりました。講師はお馴染みの袖吉正樹市史専門委員をお迎えします。

今回は，町方・地方文書の他，これまで取り上げなかった武家，寺院文書に目を向け，違った形式の文書を

読み解きます。皆様の多数のご参加を心待ちにしております。 

古文書講座（第 80･81･82 回市史講座） 

人別届出書（博物館蔵） 

   は抬頭(ﾀｲﾄｳ)・闕字(ｹﾂｼﾞ)…詳細は次頁 

｢大梁院様｣は一字突出，｢被 仰付｣は一字空き 



＜事務局 12 月の活動状況＞ 

・12月 １日(金) 法師旅館・東酒造庭園確認調査 

・12月 ２日(土) 教育担当部会 

・12月 ６日(水) 県立女学校関係資料調査 

・12月 15 日(金) 教育部会 

・12月 22 日(金) 教育センター所蔵資料調査 

・12月 26 日(火) 労働組合関係調査(大原社会問題研究所) 

・12 月 26 日(火) 教育センター・幼稚園関係資料調査 

 

 ＜1月のカレンダー＞ 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

＜事務局１月の活動予定＞ 

・１月  ５日(金) 行政文書調査 

・１月 10日(水) 学校教育課所蔵資料調査 

・１月 25日(木) 近現代部会 

・１月 28日(日) 考古部会 

・E-mail hensansitu@city.komatsu.lg.jp 

・URL  http://www.city.komatsu.lg.jp/shishihensan/index.html 

 

～覚えていますか ??～ 
 
【尊敬の表記】 

・闕字(ｹﾂｼﾞ)… 文字と文字の間を一字空ける 

・平出(ﾍｲｼｭﾂ)…文章が続いても改行する 

・抬頭(ﾀｲﾄｳ)… 本文から一字飛び出して書く 
 

※武家文書での手紙文で書く｢殿｣の表記は，身分の

高い，偉い人ほど，漢字で｢殿｣ときちんと書くが，

身分が低くなると，｢との｣と平仮名でくずして書く

決まりがある。 

平成 10 年から約 20 年間，加藤和夫金沢大学教授にご執筆いただいた『広報こまつ』に

好評連載の｢みまっし、きくまっし 小松の方言」。総集編を記念発行したところ購入したい

との声が多く寄せられ，今回増刷して販売する運びとなりました。広報秘書課，市史編纂

事務局でお買い求めいただけます。 

《小松のギャルは蛙だった》 

大杉には，｢ギャル｣がいっぱいとのうわさ。何故山手に若い女性(ギャル)が集っている

のだろうと，その実態を探ると，｢ギャル｣は，小松の方言で〈蛙〉のことでした。カエル→

ガエル→ギャルと変化したもので，大杉を始め，丸山，中ノ峠など山手で使われています。 

 

 

 

「古文書を読んでみよう」 
 

今回の最初の講座では，武家文書・寺院文書などいろ

いろな文書を紐解き，これまでと違った形式，くずし方

を学びます。 

武家文書はくずし字にくせがなく，正当にくずされて

いるので，比較的読みやすく，右のような約束事や文の

始めや終わりの文言が決まっていて古文書の基礎が集約

されています。この他，様々な階層から出される種々の

文書のいろいろなくずし方を，その特徴を押さえながら

読み解いていきます。 

『みまっし、きくまっし小松の方言』 

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 

     1     2     3     4 5 6 

7 8 9 10 11 12 13 

14 15 16 17 18 19 20 

21 22 23 24 25 26 27 

28 29 30 31    

 

価格 1,500 円  問合せ：広報秘書課／TEL 24-8016 

は小松市史編纂事務局が閉室しています。 

小松市史編纂事務局（小松市立図書館 2 階） 

・住所 〒923-0903 小松市丸の内公園町 19 ・TEL 0761(24)5315 ・FAX 0761(22)9763 

読んでみまっし 

mailto:hensansitu@city.komatsu.lg.jp

